
関東支社長野工事事務所

令和８年９月

東日本高速道路株式会社　

設　　計　　図

長野Ｃランプ橋

上信越自動車道 豊洲高架橋耐震補強工事



1 長野Ｃランプ橋（上り線） 数量総括表

2 長野Ｃランプ橋（上り線） 橋梁一般図（その１）

3 長野Ｃランプ橋（上り線） 橋梁一般図（その２）

4 長野Ｃランプ橋（上り線） 耐震補強一般図

5 長野Ｃランプ橋（上り線） Ｐ１橋脚　構造物掘削図　普通部Ａ

6 長野Ｃランプ橋（上り線） Ｐ２橋脚　構造物掘削図　普通部Ｂ３　特殊部Ａ－Ｈ１

7 長野Ｃランプ橋（上り線） Ｐ２橋脚　構造物掘削図　特殊部Ａ－Ｈ１

8 長野Ｃランプ橋（上り線） Ｐ１橋脚　炭素繊維巻立て工　詳細図

9 長野Ｃランプ橋（上り線） Ｐ２橋脚　ＲＣ巻立て　一般図

10 長野Ｃランプ橋（上り線） Ｐ２橋脚　ＲＣ巻立て　配筋図（その１）

11 長野Ｃランプ橋（上り線） Ｐ２橋脚　ＲＣ巻立て　配筋図（その２）

12 ～ 14 長野Ｃランプ橋（上り線） Ａ１橋台　落橋防止構造Ｃ１－Ｈ１　構造詳細図（その１）～（その３）

15 ～ 17 長野Ｃランプ橋（上り線） Ａ２橋台　落橋防止構造Ｃ１－Ｈ２　構造詳細図（その１）～（その３）

18 ～ 20 長野Ｃランプ橋（上り線） Ａ１橋台　横変位拘束構造Ｍ－Ｈ１　構造詳細図（その１）～（その３）

21 ～ 23 長野Ｃランプ橋（上り線） Ａ２橋台　横変位拘束構造Ｍ－Ｈ２　構造詳細図（その１）～（その３）

24 長野Ｃランプ橋（上り線） 塗替塗装・塗膜除去工　塗分け区分図

25 長野Ｃランプ橋（上り線） 通行止め計画図（参考図）

26 ～ 29 長野Ｃランプ橋（上り線） 施工要領図（その１）～（その４）（参考図）

30 長野Ｃランプ橋（上り線） 配線系統図（その１）（参考図）

31 長野Ｃランプ橋（上り線） 配線系統図（その２）（参考図）

【  図 面 目 録 】

図 面 名 称 図 面 名 称図面番号 図面番号



長野Ｃランプ橋　数量総括表

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

大成エンジニアリング株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

長野Ｃランプ橋（上り線） 数量総括表

図　示
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長野Ｃランプ橋　橋梁一般図（その１）

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

橋梁一般図（その１）

長野Ｃランプ橋

1:500

側面図
S=1:500

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

平面図

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

至　長野ＩＣ 至　更埴ＩＣ

至　長野ＩＣ

至　須坂長野東ＩＣ

下り線

上り線

至　更埴ＪＣＴ
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縦断勾配

地震係数

コンクリート

鉄　　筋

適用示方書

111.253m 桁長

斜角

111.053m

A規格ランプ

TL-20,TT-43

鋼4径間非合成箱桁橋

27.750m + 27.750m + 29.500m + 25.253m

6.750m 90°

4.3177%

2% ～ 6% ～ 3%

水平震度 KH=0.25

設計基準強度　σck= 240kg/cm2

SD35

V.C.L=40.000m

σsa=1400kg/cm2

鋼　　材 SM50Y , SS41

0.636% V.C.L=60.000m

　昭和55年5月　道路橋示方書(基本詳細設計)

　平成 2年2月　道路橋示方書(上部工詳細設計)

H.W.L 349.283

一級河川蛭川
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設
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面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

図　示

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

長野Ｃランプ橋　橋梁一般図（その２）

橋梁一般図（その２）

長野Ｃランプ橋

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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正 面 図

平 面 図

側 面 図

    1.施工前に既設形状寸法を確認すること。

    2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

　　　施工内容を精査すること。

注記）
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構造物掘削　普通部Ａ

構造物掘削　普通部Ａ

構造物掘削　普通部Ａ

裏込め材t=100mm

ブロック張t=120mm

    3.土砂の数量は構造物掘削から護岸のブロック張り、

　　　天端コンクリート及び裏込め材を除くものとする。

　　　

天端コンクリート

裏込め材t=100mm

ブロック張t=120mm

天端コンクリート

長野Ｃランプ橋　Ｐ１橋脚　構造物掘削図　普通部Ａ S=1:200

長野Ｃランプ橋　Ｐ１橋脚

構造物掘削図 普通部Ａ

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

S=1:200

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

長 野 工 事 事 務 所
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断 面 図

平 面 図

    1.施工前に既設形状寸法を確認すること。

    2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

　　　施工内容を精査すること。

注記）
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構造物掘削　普通部B３

構造物掘削　特殊部Ａ－Ｈ１

裏込め材t=200mm

ブロック張t=350mm

天端コンクリート

    3.土砂の数量は構造物掘削から護岸のブロック張り、

　　　天端コンクリート及び裏込め材を除くものとする。

　　　

裏込め材t=200mm

ブロック張t=350mm

天端コンクリート

5389
4
6
03

長野Ｃランプ橋　Ｐ２橋脚　構造物掘削図　普通部Ｂ３　特殊部Ａ－Ｈ１ S=1:200

長野Ｃランプ橋 Ｐ２橋脚

構造物掘削図　普通部Ｂ３　特殊部Ａ－Ｈ１

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

S=1:200

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

長 野 工 事 事 務 所
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ライナープレート平面割付図

断面図、側面図

補強リング割付図

材料表

ライナープレート詳細図

補強リング継手詳細図
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補強リング　H-150×150×7×10         

名　　称 寸　　　　法 単体質量 数　量 質　量 備　　考

（mm） （kg） （kg）

ライナープレート（t=2.7mm）・・・H=4.0m

ライナープレート 2.7×500×1570(CP-10)        26.0         120      3120.0 黒皮

組立ボルト M16×30（4.6，LP用）       0.137        1230       168.5

組立ボルト M16×45（8.8，HR用）       0.158         450        71.1

小計      3359.6 kg

補強リング（H-150）・・・3リング（継ぎ手部　7個所／1リング）

補強リング H-150×150×7×10×3134        97.5           6       585.0 黒皮

補強リング H-150×150×7×10×3448       107.2          15      1608.0 黒皮

継手板 PL-150×12×310        4.38          42       184.0 黒皮

継手ボルト M20×50(8.8)       0.275         336        92.4

ロックワッシャー M20ボルト用          －         168          －

小計      2469.4 kg

合計      5829.0 kg
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軸方向継手板詳細図（矢視） S=1:20

長野Ｃランプ橋　Ｐ２橋脚　構造物掘削図　特殊部Ａ－Ｈ１

長野Ｃランプ橋 Ｐ２橋脚

構造物掘削図　特殊部Ａ－Ｈ１

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

図   示

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

長 野 工 事 事 務 所

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

7 / 31



繊維目付

200

(g/m2)

引張強度

3400

(N/mm2)

引張弾性率

（2.45±0.36）×10

(N/mm2)

5

設計厚さ
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水平方向 200g/m2 1層
鉛直方向 300g/m2 1層

2
7
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水平方向 200g/m2 1層
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炭素繊維シート 2層
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鉛直方向 300g/m2 1層

炭素繊維シート施工断面図

炭素繊維巻立て下地処理工

樹脂上塗り

炭素繊維シート　目付300ｇ/m2 1層

樹脂下塗り

炭素繊維巻立て表面仕上工Ａ

エポキシ樹脂プライマー
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既設柱コンクリート
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水平方向 1層
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（区分：Ｂ２）

長野Ｃランプ橋　Ｐ１橋脚　炭素繊維巻立て工Ｂ２　詳細図 S= 1:200

長野Ｃランプ橋　Ｐ１橋脚

炭素繊維巻立て工Ｂ２　詳細図

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

図   示

東日本高速道路株式会社　関東支社

長 野 工 事 事 務 所

上 信 越 自 動 車 道 

注記）

1.施工にあたっては、現地計測を実施して

  構造寸法を再確認すること。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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排水勾配2%

シール材

表面処理工
コンクリート

a部詳細図 S=1:20

RC巻立て

t=250mm

b部詳細図 S=1:20

表面処理工
コンクリート

フーチング

250(巻立増厚部)

t=250mm
RC巻立て

5

30x30

a部

b部

RC巻立て

t=250mm
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6
11

RC巻立て
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RC巻立て

t=250mm
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1
89

耐震補強用
耐震補強用

使用材料

既設部
コンクリート

補強部

SD35

σck=240kg/cm2

鉄筋

コンクリート

鉄筋 SD345

σck=30N/mm2

長野Ｃランプ橋　Ｐ２橋脚　ＲＣ巻立て 一般図 S= 1:200

長野Ｃランプ橋　Ｐ２橋脚

ＲＣ巻立て 一般図

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

図   示

東日本高速道路株式会社　関東支社

長 野 工 事 事 務 所

上 信 越 自 動 車 道 

注記）

    1.施工前に既設形状寸法を確認すること。

     3.補強部分(既設面)は、 ＷＪによる表面処理を行うこと。

    2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

　　　施工内容を精査すること。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

図   示

東日本高速道路株式会社　関東支社

長 野 工 事 事 務 所

上 信 越 自 動 車 道 

S=1:100

長野Ｃランプ橋　Ｐ２橋脚

ＲＣ巻立て 配筋図（その１）

長野Ｃランプ橋　Ｐ２橋脚　ＲＣ巻立て 配筋図（その１）

  1.図面上の既設構造物の出来高に関する寸法は施工

    前に十分確認すること。

  3.RC巻立て工のコンクリート設計基準強度はσck＝

    30N/mm2を標準とし、鉄筋はSD345を使用する。

  4.帯鉄筋はフレアー溶接とし、継手位置は千鳥配置と

  5.鉄筋曲げ加工は鉄筋中心で示している。

  2.既設コンクリートに対する削孔の際には、鉄筋探査

    等を実施して既設鉄筋位置を確認し、既設鉄筋を

　　切断しないように注意すること。

  　すること。

注記）

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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20

(M12ネジ加工)

※1本/約1ｍ2程度、設置する。

R39

124
61

61

143

組立筋加工図(参考図) S=1:20

57-D13 x 2500
C

差し筋アンカー

削孔
φ18ｘ58

（M12×52）

M12×20

組立て筋アンカー詳細図(参考図) S=1:4

既設橋脚 0
C

D13

フレアー溶接

200

76-D16 x 57402
C

R17
62

1C

kg1302

kg合  計

鉄筋質量合計

T鉄筋

フレアー溶接箇所数

D16 76 箇所

2C

D22 kg

1302

D22

注）:( )はフレアー溶接箇所数を示す。

(76)

D16 kg

622

3.045520 37 16.8 622

5740 76 8.95 680D16 1.56

37-D22 x 55201
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5
5
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鉄筋加工寸法表
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R=5.5φ

L
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θ
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 88

104

 75

a

鉄筋質量表

本数径
(mm)

長　さ
(mm)

符  号
(kg)(kg/m)

１本当り質量
(kg)
質  量 摘     要単位質量

フレアー溶接

57
34

200

長野Ｃランプ橋　Ｐ２橋脚　ＲＣ巻立て 配筋図（その２）

長野Ｃランプ橋　Ｐ２橋脚

ＲＣ巻立て 配筋図（その２）

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

図   示

東日本高速道路株式会社　関東支社

長 野 工 事 事 務 所

上 信 越 自 動 車 道 

S=1:100

  1.図面上の既設構造物の出来高に関する寸法は施工

    前に十分確認すること。

  3.RC巻立て工のコンクリート設計基準強度はσck＝

    30N/mm2を標準とし、鉄筋はSD345を使用する。

  4.帯鉄筋はフレアー溶接とし、継手位置は千鳥配置と

  5.鉄筋曲げ加工は鉄筋中心で示している。

  2.既設コンクリートに対する削孔の際には、鉄筋探査

    等を実施して既設鉄筋位置を確認し、既設鉄筋を

　　切断しないように注意すること。

  　すること。

注記）

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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落橋防止構造Ｃ１－Ｈ１

3106

6
82

CLmax
=3058

CLmax
=3058

1
2°

52
'5
3"

1
3°

15
'1
3"

2681

移動可能量

300

2981

2677

移動可能量

300

2977

3
1
02

3
1
06

チェーン作用時

落橋防止構造Ｃ１－Ｈ１

7
01

アンカーボルトD32(SD345)
埋込み長=480mm

アンカーボルトD32(SD345)
埋込み長=480mm

 全周にシール材 20x20

不陸調整樹脂パテ材

t=5mm

 全周にシール材 20x20

不陸調整樹脂パテ材

t=5mm

落橋防止構造Ｃ１－Ｈ１

落橋防止構造Ｃ１－Ｈ１落橋防止構造Ｃ１－Ｈ１

1955

1955

死荷重反力

設計水平力

１本当たりの引張力

設計移動量

1200 ｋN

1624 ｋN

 835 ｋN

 300 ｍｍ

取付直線長　2752

チェーン作用時

取付直線長　2752

長野Ｃランプ橋　Ａ１橋台　落橋防止構造Ｃ１－Ｈ１　構造詳細図（その１）

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:50

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

長野Ｃランプ橋　Ａ１橋台

注記）

1.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、施工内容を精査すること。

2.既設構造物への削孔の際には、鉄筋探查等在実施し既設鉄筋を切断しないよう注意すること。

3.アンカ-ボルトの定着は、既設構造物より15D(D:アン力一径) 以上確保すること。

必要に応じて、削孔位置、アンカ一位置を調整し部材の製作に反映すること。

S=1:50

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｃ１－Ｈ１　構造詳細図（その１）
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  1 - PL  230×22× 275

  1 - PL  230×22× 304

  1 - PL  230×22× 298

  1 - PL  230×22× 273

40 150 5x90=450 150 40

8
30

7

7

22
22

12-φ24.5孔 16-φ24.5孔

16-φ24.5孔

44-φ24.5孔

  1 - PL  230×22× 275

  2 - PL  230×22× 301

  1 - PL  230×22× 273

∅280

A
2
橋
台
側

A
2
橋
台
側

  4-T.C.B M22×  75 (2W S10T)

  4-T.C.B M22×  70 (S10T)

17 35

52

22
42

10

22 11

R30

"b1"

"b2"部詳細図 縮尺 1:12.5

S=1:25長野Ｃランプ橋　Ａ１橋台　落橋防止構造Ｃ１－Ｈ１　構造詳細図（その２）

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

長野Ｃランプ橋　Ａ１橋台

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

上部工ブラケット 桁内補強設計詳細図

注記）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

4.上部工ブラケット及び、桁補強は主桁と同等以上の

防錆塗装を施すものとする。

5.FP表記の開先溶接の筒所は、完全溶け込み溶接を用いる。

6.  の高力ボルトは頭部側にも座金を用いるものとする。
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緩衝機能付きチェーン詳細図（参考図）

（許容荷重：975kNタイプ）
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CC
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C - C

D - D

　1 - BASE PL  400×25×750

  6 - アンカーボルト D32 x 575(SD345)

  6 - NUT M30 (第1種) (SS400)

  6 - NUT M30 (第3種) (SS400)

  4 - RIB  PL  150×25×166

  1 - TOP  PL  325×28×710(SM490B)

  2 - RING PL  280×25×280

1個所当たり材料：製作数1箇所

6-φ35孔

∅6
9

3
25

(地震時許容伸び量=170mm)

(地震時許容伸び量=170mm)

ゴム

緩衝チェーン

2
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強力チェーン強力シャックル緩衝チェーン調整シャックル

2201310290
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1
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810 290

1
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シャックルスペーサー

E - E

E

E

20

下部工アンカーボルト詳細図 S=1:12.5
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7

B

B

A

A

A - A B - B

CC

DD

C - C

D - D

　1 - BASE PL  450×25×750

  6 - アンカーボルト D32 x 575(SD345)

  6 - NUT M30 (第1種) (SS400)

  6 - NUT M30 (第3種) (SS400)

  2 - RIB  PL  150×22×166

  1 - TOP  PL  325×28×710(SM490B)

  2 - RING PL  280×25×280

1個所当たり材料：製作数1箇所

6-φ35孔

∅6
9

3
25

FP

10

20

下部工ブラケット G1桁 下部工ブラケット G2桁

  2 - RIB  PL  150×25×216

125 175

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

∅280

∅280

575

アンカーボルトD32x575

95

削孔長 490

削
孔
径

φ
42

樹脂パテ材エポキシ樹脂系注入材
(t=5mm)

ワッシャー(M30用)

(M30ネジ切り L=95)

3種ナット(M30用)

1種ナット(M30用)

5 25 47 19

ネジ切り長

95

D
32

10 480

  6 - WASHER M30用 (SS400)

  6 - WASHER M30用 (SS400)

S=1:25長野Ｃランプ橋　Ａ１橋台　落橋防止構造Ｃ１－Ｈ１　構造詳細図（その３）

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

長野Ｃランプ橋　Ａ１橋台

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

注記）

1.特記なき材質は全てSM490Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

4.部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上けとする。

膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。ただし、

ボルト・ナット類はHDZT49とする。

5.既設コンクリ-トへの削孔の際には、鉄筋探査を実施し、

既設鉄筋は切断しないこと。また、既設鉄筋と干涉した場合は、

断面照査の上に、アンカーボルト位置の調整を行うこと。

6.FP表記の開先溶接の筒所は、完全溶け込み溶接を用いる。
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平 面 図

正 面 図

側 面 図(1-1)
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側 面 図(2-2)
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5
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4
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移動可能量
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CLmax=3058
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移動可能量

300 2718
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3161

1
0°

44
'2
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9
°
1
5 '
2 "

落橋防止構造Ｃ１－Ｈ２

落橋防止構造Ｃ１－Ｈ２

落橋防止構造Ｃ１－Ｈ２

アンカーボルトD32(SD345)
埋込み長=480mm

アンカーボルトD32(SD345)
埋込み長=480mm

落橋防止構造Ｃ１－Ｈ２

 全周にシール材 20x20

不陸調整樹脂パテ材

t=5mm

 全周にシール材 20x20

不陸調整樹脂パテ材

t=5mm

死荷重反力

設計水平力

１本当たりの引張力

設計移動量

1200 ｋN

1800 ｋN

 916 ｋN

 250 ｍｍ

取付直線長　2792

チェーン作用時

取付直線長　2758

チェーン作用時

S=1:50長野Ｃランプ橋　Ａ２橋台　落橋防止構造Ｃ１－Ｈ２　構造詳細図（その１）

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:50

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

長野Ｃランプ橋　Ａ２橋台

注記）

1.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、施工内容を精査すること。

2.既設構造物への削孔の際には、鉄筋探查等在実施し既設鉄筋を切断しないよう注意すること。

3.アンカ-ボルトの定着は、既設構造物より15D(D:アン力一径) 以上確保すること。

必要に応じて、削孔位置、アンカ一位置を調整し部材の製作に反映すること。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｃ１－Ｈ２　構造詳細図（その１）
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　1 - BASE PL  230×25× 830(SM490A)

  2 - SPL  230×22× 911

  4 - SPL   80×22× 911

  4 - RIB  PL   81×22× 120(SM490A)

  1 - TOP  PL  365×28× 790(SM490B)

  2 - RING PL  280×25× 280(SM490A)

1個所当たり材料：製作数2箇所
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  4 - PL  230×22× 390

  4 - UFLG PL  230×22× 373

  2 - UFLG PL  230×22× 431

431 373

80
70

80
80

70
80

  8 - SPL  170×22× 320

  4 - PL  230×22× 301

  4 - PL  230×22× 275

40 150 5x90=450 150 40

8
30

 40-T.C.B M22×  70 (S10T)

 32-T.C.B M22× 105 (S10T)

 44-T.C.B M22× 105 (S10T)

 24-T.C.B M22×  70 (S10T)

  4-T.C.B M22× 100 (2W S10T)

  4-T.C.B M22×  95 (S10T)

7

7

12-φ24.5孔
16-φ24.5孔

16-φ24.5孔

44-φ24.5孔

R4
0

∅28
0

A
1
橋
台
側

A
1
橋
台
側

  4-T.C.B M22×  75 (2W S10T)

  4-T.C.B M22×  70 (S10T)

S=1:25長野Ｃランプ橋　Ａ２橋台　落橋防止構造Ｃ１－Ｈ２　構造詳細図（その２）

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

長野Ｃランプ橋　Ａ２橋台

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

上部工ブラケット 桁内補強設計詳細図

5.FP表記の開先溶接の筒所は、完全溶け込み溶接を用いる。

注記）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

4.上部工ブラケット及び、桁補強は主桁と同等以上の

防錆塗装を施すものとする。

6.  の高力ボルトは頭部側にも座金を用いるものとする。
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緩衝機能付きチェーン詳細図（参考図）

（許容荷重：975kNタイプ）
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　1 - BASE PL  400×25× 750

6 - アンカーボルト D32 x 575(SD345)

6 - NUT M30 (第1種) (SS400)

6 - NUT M30 (第3種) (SS400)

  2 - RIB  PL  150×25× 154<153>

  1 - TOP  PL  328×28× 710(SM490B)

  2 - RING PL  280×25× 280

1個所当たり材料：製作数2箇所

6-φ35孔

∅6
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3
2
8

(地震時許容伸び量=170mm)

(地震時許容伸び量=170mm)

ゴム

緩衝チェーン

2
10

65

強力チェーン強力シャックル緩衝チェーン調整シャックル

2201310290
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2888

調整シャックル
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1820 1068
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>

  2 - RIB  PL  150×25× 204<205>

FP

10

E

E

シャックルスペーサー

E - E

※ ＜＞はG2桁を示す。

∅280

下部工アンカーボルト詳細図 S=1:12.5

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

575

アンカーボルトD32x575

95

削孔長 490

削
孔
径

φ
42

樹脂パテ材エポキシ樹脂系注入材
(t=5mm)

ワッシャー(M30用)

(M30ネジ切り L=95)

3種ナット(M30用)

1種ナット(M30用)

5 25 47 19

ネジ切り長

95

D
32

10 480

6 - WASHER M30用 (SS400)

S=1:25長野Ｃランプ橋　Ａ２橋台　落橋防止構造Ｃ１－Ｈ２　構造詳細図（その３）

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

長野Ｃランプ橋　Ａ２橋台

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

下部工ブラケット詳細図

注記）

1.特記なき材質は全てSM490Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

4.部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上けとする。

膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。ただし、

ボルト・ナット類はHDZT49とする。

5.既設コンクリ-トへの削孔の際には、鉄筋探査を実施し、

既設鉄筋は切断しないこと。また、既設鉄筋と干涉した場合は、

断面照査の上に、アンカーボルト位置の調整を行うこと。

6.FP表記の開先溶接の筒所は、完全溶け込み溶接を用いる。
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側 面 図(2-2)
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横変位拘束構造Ｍ

横変位拘束構造Ｍ

横変位拘束構造Ｍ

配 置 図

横変位拘束構造Ｍ

A1 P1

G1

G2

755 395

死荷重反力

設計水平力

1200 ｋN

1800 ｋN

S=1:50長野Ｃランプ橋　Ａ１橋台　横変位拘束構造Ｍ－Ｈ1　構造詳細図（その１）

横変位拘束構造Ｍ－Ｈ１　構造詳細図（その１）
図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:50

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

長野Ｃランプ橋　Ａ１橋台

注記）

　2.既設構造物への削孔の際には、鉄筋探査等を実施

　3.アンカーボルトの定着は、既設構造物より15D

　　し既設鉄筋を切断しないよう注意すること。必要

　  (D:アンカー径)以上確保すること。

　　に応じて、削孔位置、アンカー位置を調整し部材

　　の製作に反映すること。

　1.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

　　施工内容を精査すること。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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ベースプレート

無収縮モルタル

モルタル断面図
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緩衝材取付詳細図 S=1:12.5

φ
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φ
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(1-Uナット,2-W付)
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緩衝材詳細図
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9
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1
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1
15

4
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1
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1
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1510
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アンカーボルト詳細図 S=1:12.5

アンカーボルト詳細図 S=1:12.5

1-PL 960 x  22 x 1510

2-PL

8-PL

389 x  22 x 1344

 39 x  22 x 374

10-アンカーボルト D51 x 970(SD345)

10-NUT M48 (第1種)

10-NUT M48 (第3種)

1-PL 216 x  22 x 1344

1-PL 216 x  36 x 800 (SM400B)

10-PL 115 x  22 x 115 (SM490A)

8-PL 140 x  22 x 374

1 - 緩衝材 130 x  50 x 800(クロロプレンゴム相当) <硬度55°±5°程度>

4 - BN M16 x 100(1-Uナット,2-W付)

1-PL 216 x  22 x 800

1基当たり材料：製作数1基

座金詳細図 S=1:5
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1種ナット(M48用)

3種ナット(M48用)

座 金

アンカーボルトD51x970
(M48ネジ切り L=205)

エポキシ樹脂系注入材

M48

4836

285 300 300 285

20

8
7

8

緩衝材

クロロプレンゴム（硬度55±5°)

7

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。
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20

8

8020

960

960

S=1:25長野Ｃランプ橋　Ａ１橋台　横変位拘束構造Ｍ－Ｈ１　構造詳細図（その２）

横変位拘束構造Ｍ－Ｈ１　構造詳細図（その２）
図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

長野Ｃランプ橋　Ａ１橋台

注記）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

7.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を用いる。

6.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

5.下部工付ブラケットは、全て溶融亜鉛めっき仕上げ

　とする。膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

4.特記なき孔明けは、既設部材：φ24.5、

　新設部材：φ26.5とする。
豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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D - D

1-BASE PL 198 x 22 x 800

1基当たり材料：製作数1基

1-FLG  PL 105 x 22 x 800

2-BASE PL 320 x 22 x 390

2-WEB  PL  68 x 22 x 286

1-FLG  PL  89 x 25 x 390

2-WEB  PL  68 x 22 x 173

1-BASE PL 800 x 22 x 528

1-FLG  PL 105 x 22 x 800

1-FILL PL  95 x 10 x 800 (SS400)

24-HTB M22 x  95 (F10T)

 6-HTB M22 x 100 (F10T)
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S=1:25長野Ｃランプ橋　Ａ１橋台　横変位拘束構造Ｍ－Ｈ１　構造詳細図（その３）

横変位拘束構造Ｍ－Ｈ１　構造詳細図（その３）
図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:25

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

長野Ｃランプ橋　Ａ１橋台

主桁付きストッパー

注記）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

3.ブラケットおよび主桁付きストッパーは､

　主桁と同等以上の防錆塗装を施すものとする。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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平 面 図

正 面 図

側 面 図(1-1)
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横変位拘束構造Ｍ

G1

G2

横変位拘束構造Ｍ

215 922

死荷重反力

設計水平力

1200 ｋN

1800 ｋN
横変位拘束構造Ｍ

横変位拘束構造Ｍ

横変位拘束構造Ｍ－Ｈ２　構造詳細図（その１）
図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:50

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

長野Ｃランプ橋　Ａ２橋台

S=1:50長野Ｃランプ橋　Ａ２橋台　横変位拘束構造Ｍ－Ｈ２　構造詳細図（その１）

　2.既設構造物への削孔の際には、鉄筋探査等を実施

　3.アンカーボルトの定着は、既設構造物より15D

　　し既設鉄筋を切断しないよう注意すること。必要

　  (D:アンカー径)以上確保すること。

　　に応じて、削孔位置、アンカー位置を調整し部材

　　の製作に反映すること。

注記）

　1.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

　　施工内容を精査すること。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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緩衝材取付詳細図 S=1:12.5
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1-PL 810 x  22 x 1527
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239 x  22 x 1344

 44 x  22 x 362

10-アンカーボルト D51 x 985(SD345)

10-NUT M48 (第1種)

10-NUT M48 (第3種)

1-PL 184 x  22 x 1344

1-PL 184 x  36 x 776 (SM400B)

10-PL 115 x  22 x 115

8-PL 113 x  22 x 362

1 - 緩衝材 140 x 50 x 776(クロロプレンゴム相当) <硬度55°±5°程度>

4 - BN M16 x 100(1-Uナット,2-W付)

1-PL 184 x  22 x 776

1基当たり材料：製作数1基

座金詳細図 S=1:5
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緩衝材

クロロプレンゴム（硬度55±5°)

FP
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※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

7
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95
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905

S=1:25長野Ｃランプ橋　Ａ２橋台　横変位拘束構造Ｍ－Ｈ２　構造詳細図（その２）

横変位拘束構造Ｍ－Ｈ２　構造詳細図（その２）
図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

長野Ｃランプ橋　Ａ２橋台

注記）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

7.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を用いる。

6.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干涉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

5.下部工付ブラケットは、全て溶融亜鉛めっき仕上げ

　とする。膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

4.特記なき孔明けは、既設部材：φ24.5、

　新設部材：φ26.5とする。
豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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D - D

1-BASE PL 360 x 22 x 776

1-WEB  PL  78 x 22 x 335

1-WEB  PL  78 x 22 x 152

1基当たり材料：製作数1基

2-FLG  PL  88 x 25 x 358

2-BASE PL 358 x 22 x 418

2-WEB  PL  78 x 22 x 293

2-FLG  PL  88 x 22 x 374

1-BASE PL 776 x 22 x 698

1-WEB  PL  78 x 22 x 677

1-WEB  PL  78 x 22 x 493

1-FLG  PL  94 x 22 x 776

1-FILL PL 248 x 10 x 776 (SS400)

21-HTB M22 x  95 (F10T)

 6-HTB M22 x 100 (F10T)
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S=1:25長野Ｃランプ橋　Ａ２橋台　横変位拘束構造Ｍ－Ｈ２　構造詳細図（その３）

横変位拘束構造Ｍ－Ｈ２　構造詳細図（その３）
図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:25

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

長野Ｃランプ橋　Ａ２橋台

主桁付きストッパー

注記）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

3.ブラケットおよび主桁付きストッパーは､

　主桁と同等以上の防錆塗装を施すものとする。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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記号説明

一般部外面

一般部内面

高カボルト接触部および現場溶接部（熱影響部以外）(外面)

高カボルト接触部および現場溶接部（熱影響部以外）(内面)

高カボルト頭部および現場溶接部(外面)(熱影響部)

高カボルト頭部および現場溶接部(内面)(熱影響部)

高カボルト接触部（接触面）

C5

D4

F3

F8

F11

F12

J

区分

新設部材接触面(ケレン1種)

境界部(外面)(ケレン4種)

境界部(内面)(ケレン4種)

落橋防止構造

箱桁内面

箱桁外面

箱桁内面 箱桁外面

C5

F3

J

新設部材接触面

(ケレン1種)

新設部材接触面

(ケレン1種)
新設部材接触面

(ケレン1種)

F3
D4

F8

C5

J

境界部(内面)

(ケレン4種)

境界部(外面)

(ケレン4種)

J

70

70

境界部(内面)

(ケレン4種)

境界部(外面)

(ケレン4種)

境界部(内面)

(ケレン4種)

70 70

70

F8

境界部(外面)

(ケレン4種)

境界部(外面)

(ケレン4種)

境界部(外面)

(ケレン4種)

F3

F3

F11

F12

F11

F11

A

A

B

B

境界部(内面)

(ケレン4種)

境界部(外面)

(ケレン4種)

F8F3

F3

J新設部材接触面

(ケレン1種)

C5

70

70

F11

境界部(外面)

(ケレン4種)

F3

新設部材接触面

(ケレン1種) J

F12

70

70

境界部(内面)

(ケレン4種)

境界部(外面)

(ケレン4種)

A - A B - B

横変位拘束構造

新設部材接触面

(ケレン1種)

境界部(外面)

(ケレン4種)

70707070

7070

境界部(内面)

(ケレン4種)
境界部(内面)

(ケレン4種)
F8D4 F8JF8

JJ

新設部材接触面

(ケレン1種)

境界部(内面)

(ケレン4種)

境界部(内面)

(ケレン4種)

新設部材接触面

(ケレン1種)

70

70

境界部(内面)

(ケレン4種)

F8

F11

F12

JC5

F3

境界部(内面)

(ケレン4種)

F8
J

境界部(外面)

(ケレン4種)

新設部材接触面

(ケレン1種)
C5

F3

J

F8

境界部(内面)

(ケレン4種)

F8

F11

F12

70

S=1:25長野Ｃランプ橋　塗替塗装・塗膜除去工 塗分け区分図

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

長野Ｃランプ橋

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

塗替塗装・塗膜除去工　塗分け区分図
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KP124.419 KP125.319

KP124.431

CD-SD1

KP124.627

CD-ST1

KP124.693

CD-ST1

KP124.817

CM2-SD6

CM2-ST6

KP124.879

ET-JA

非常電話設備(下り125-A)

資産管理番号

KP125.254

CD-SD1
CF-ST1

CD-SD1

KP125.268

可変速度規制標識

資産管理番号

CF-ST1

CD-SD1

CM2-SD6

KP124.468

可変速度規制標識

資産管理番号

KP124.817

ET-A1
資産管理番号

非常電話設備(上り125-A)
KP124.885

CD-ST1

KP124.939

C4C

KP125.284
AL型

KP124.976

C4C

KP125.314

CD-SD1

KP125.030

CD-ST1

KP124.5

KP124.6
KP124.7 KP124.8

KP124.9

KP125.0
KP125.

1

KP125.2

KP125.3

長野IC

長野 1-1

KP125.299
TC

KP124.644
PB-1

KP124.679
PB-1

KP124.702
CD-S-ST1

PB PB

V

A

J

TC

気50

：J型情報板

：可変式速度規制標識

：非常電話

：交通量計測設備

：路車間情報設備

：気象観測設備

非 ：非常電話標示灯

：A型情報板

広 ：広域情報板

HR ：ﾊｲｳｪｲﾗｼﾞｵ設備

：CCTV設備ITV

：道路照明（Pb-12-Ⅴ-NH360W）

：道路照明（Pb-12-Ⅴ-NH220W）

外 ：外照標識

内 ：内照標識

C ：C型情報板

：道路照明（P-12-Ⅴ-NH360W）

：道路照明（P-12-Ⅴ-NH220W）

：道路照明（Pb-10-IV-NH220W）

：庭園灯

：分岐点点滅灯 ：高圧引込柱

：信号機

：道路照明（P-13.5-Ⅴ-HF1000W）

：電気用ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ

：通信用ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ 降 ：降雪深計

電 ：電話BOX

：道路照明（Pb-13.5 HF1000W×3）

：道路照明（P-10-IV-NH220W）

：道路照明（P-13.5-Ⅴ-HF700W）

：道路照明（Pb-10-IV-LED）

予 ：ETC予告無線装置

：B型情報板B

D ：D型情報板

：トンネル非常電話設備

凡　例

50

50

50

50

A

TC

TC

長野4-1

KP124.466
HH EA-C1

KP125.266
HH EA-C1

KP125.281

EC-C2

124.5KP～125.3KP

長野Ｃランプ橋　配線系統図（その１）

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 

株式会社ネクスコ東日本エンジニアリング

－

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

長野工事事務所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

　　　　　　　

長野Ｃランプ橋　配線系統図（その１）（参考図）

（参考図）
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中分

下り線

上り線

CCP-AP0.65-10P 48.7     
VE28           36.3

CCP-AP0.65-10P 52.2
VE28(1)       38.7

CCP-AP0.65-70P 196.0
VE54(2)        196.0

CCP-AP0.65-70P  214.4
S50(2)          65.8

CCP-AP0.65-70P 214.4
VE54(2)        124.2

CCP-AP0.65-80P 226.3    
VE54(2)         68.3 S50(2)          53.7 S50(2)          53.9

CCP-AP0.65-80P 224.5

VE54(2)        224.5

CCP-AP0.65-80P 223.9     
VE54(2)         59.8

CCP-AP0.65-30P 61.9    
VE28(2)       61.9

CCP-AP0.65-10P 28.1
VE28(1)        13.9

CCP-AP0.65-10P 42.4
VE28(2)       29.9

PS25(3)        14.2
CCP-AP0.65-10P 28.1

S25(3)        12.5
CCP-AP0.65-10P 42.4

CCP-AP0.65-30P 25.8

PS25(3)        12.1
CCP-AP0.65-30P 25.8

CCP-AP0.65-70P 214.4

VE54(4)  76.0
※1     228.2

SC50(4)   6.7
※1     228.2

SC50(4)  58.3
※1     228.2

PS50(4)  17.1
※1     228.2

VE54(4)  43.0
※1     228.2

※1     246.1
VE54(3)  46.0※1     246.1     

VE54(3) 101.3

VE54(3)  80.2

VE54(3)   6.5
VE54(4)  12.1

S50(2)          36.7

PS25(3)        12.4
CCP-AP0.65-10P 48.7

PS25(3)        13.5
CCP-AP0.65-10P 52.2

※1     228.2
PS50(4)  19.7

※1     228.2
SC50(4)   7.2

※1     246.1

※1     246.1
※1     246.1

CCP-AP0.65-80P 226.3    CCP-AP0.65-80P 226.3    

CCP-AP0.65-80P 226.3    

PS50(5)         10.7

PS25(2)50(5)   13.7

VE28(1)      13.9

VE28(2)       29.9

PS25(3)        14.2

S25(3)        12.5

VE28(2)       61.9

PS25(3)        12.1

VE54(4)        76.0

SC50(4)        6.7

SC50(4)        58.3

PS50(4)        17.1

VE54(4)        43.0

VE54(3)       46.0

VE54(3)       101.3

VE54(3)        80.2

VE54(3)        6.5
VE54(4)       12.1

PS50(4)       19.7

SC50(4)        7.2

PS25(2),50(5)  10.7

PS25(3)        13.7

VVR3.5sq-3C　246.1
VVR3.5sq-3C　246.1

VVR3.5sq-3C　246.1

VVR3.5sq-3C　246.1

VVR3.5sq-3C　246.1

VVR3.5sq-3C　 228.2

VVR3.5sq-3C　 228.2

VVR3.5sq-3C　 228.2

VVR3.5sq-3C　 228.2

VVR3.5sq-3C　 228.2

VVR3.5sq-3C　228.2
VVR3.5sq-3C　 228.2

VVR3.5sq-3C　 214.4

VVR3.5sq-3C　 214.4

VVR3.5sq-3C　 228.2

VVR3.5sq-3C　  25.8

VVR3.5sq-2C  28.1

VVR3.5sq-3C　  28.1

VVR3.5sq-3C　 42.4

VVR3.5sq-3C　 42.4

S50(2)

S50(2)

S50(2)S50(2)

44-48SM+4K-WBB2  1910.0 44-48SM+4K-WBB2  1881.0

10SM-LAP

0-96SM-MT-WBB2  667.4

注）※1:CCP-AP0.65-80P
    CCP-AP0.65-70P
    0-96SM-MT-WBB2
    10SM-LAP

44-48SM+4K-WBB2 44-48SM+4K-WBB2

44-48SM+4K-WBB2 44-48SM+4K-WBB2

44-48SM+4K-WBB2

44-48SM+4K-WBB2

44-48SM+4K-WBB2

44-48SM+4K-WBB2

※1
E4-S40(1) 342.0

10SM-LAP

B2-SC40(1) 34.6

10SM-LAP
E4-S40(1)

E4C-SC40(1) 5.5

E1-PS40(1) 5.5

0-96SM-MT-WBB2     

PB PB

V

A

J

TC

気50

：J型情報板

：可変式速度規制標識

：非常電話

：交通量計測設備

：路車間情報設備

：気象観測設備

非 ：非常電話標示灯

：A型情報板

広 ：広域情報板

HR ：ﾊｲｳｪｲﾗｼﾞｵ設備

：CCTV設備ITV

：道路照明（Pb-12-Ⅴ-NH360W）

：道路照明（Pb-12-Ⅴ-NH220W）

外 ：外照標識

内 ：内照標識

C ：C型情報板

：道路照明（P-12-Ⅴ-NH360W）

：道路照明（P-12-Ⅴ-NH220W）

：道路照明（Pb-10-IV-NH220W）

：庭園灯

：分岐点点滅灯 ：高圧引込柱

：信号機

：道路照明（P-13.5-Ⅴ-HF1000W）

：電気用ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ

：通信用ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ 降 ：降雪深計

電 ：電話BOX

：道路照明（Pb-13.5 HF1000W×3）

：道路照明（P-10-IV-NH220W）

：道路照明（P-13.5-Ⅴ-HF700W）

：道路照明（Pb-10-IV-LED）

予 ：ETC予告無線装置

：B型情報板B

D ：D型情報板

：トンネル非常電話設備

凡　例

50

50

A

TC

VE28(1)
VVR3.5sq-2C,IV3.5sq

50

VE28(1)      38.7

VVR3.5sq-2C,A3.5sq　52.2

CCP-AP0.65-10P
VE28(1)

50

VE28(1)
VVR3.5sq-2C,IV3.5sq

CCP-AP0.65-10P
VE28(1)

PS25(1)

VVR3.5sq-2C,IV3.5sq

TC

TC

A

TC

CCP-AP0.65-10P
VE54(1)

VE54(1)
VVR8sq-3C,IV3.5sq

124.5KP～125.3KP

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 

株式会社ネクスコ東日本エンジニアリング

－

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

長野工事事務所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

長野Ｃランプ橋　配線系統図（その２）
（参考図）

長野Ｃランプ橋　配線系統図（その２）（参考図）
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